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1. 調査団員・氏名 



 



調査団員氏名、所属 
 

第 1 次現地調査 

No. 氏名 担   当 所属 

官調査団員リスト 

1 高島 宏明 団長 JICA ラオス事務所長 

2 江原 由樹 計画管理 JICA 産業開発部 調査役 

3 村松 美江 プロジェクト形成 JICA 産業開発部インハウスコン
サルタント 

4 細矢 慎二 調達監理計画 JICS 業務第二部 特別業務室 

調査団員リスト 

4 松田 康治 業務主任/太陽光発電システム全般 ㈱ニュージェック  

5 中澤 孝志 系統連系太陽光発電システム ㈱ニュージェック  

6 今井 亨 機材・設備計画 ㈱ニュージェック  

7 和田 哲郎 建築設計 ㈱ニュージェック  

8 木村 友一 業務調整 1 ㈱ニュージェック  

 
第 2 次現地調査（詳細調査） 

No. 氏名 担   当 所属 

調査団員リスト 

1 松田 康治 業務主任/太陽光発電システム全般 ㈱ニュージェック  

2 中澤 孝志 系統連系太陽光発電システム ㈱ニュージェック  

3 今井 亨 機材・設備計画 ㈱ニュージェック  

4 丸岡 巧 調達計画/積算 1 ㈱ニュージェック  

5 三雲 是宏 制度・基準/環境社会配慮 ㈱ニュージェック  

6 石橋 丈治 系統運用 ㈱ニュージェック  

7 和田 哲郎 建築設計 ㈱ニュージェック  

8 高澤 徳洋 業務調整 2 ㈱ニュージェック  

 
第 3 次現地調査（協力準備調査概要書（案）の現地説明・協議） 

No. 氏名 担   当 所属 

官調査団員リスト 

1 米山 芳春 団長 JICA ラオス事務所次長 

2 江原 由樹 協力計画 JICA 産業開発部 調査役 

調査団員リスト 

3 松田 康治 業務主任/太陽光発電システム全般 ㈱ニュージェック  

4 中澤 孝志 系統連系太陽光発電システム ㈱ニュージェック  

5 今井 亨 機材・設備計画 ㈱ニュージェック  

6 木村 友一 業務調整 1 ㈱ニュージェック  

 



 



2. 調査行程 
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整

理

資
機

材
（
ケ

ー
ブ

ル
等

）
、

ガ
ソ

リ
ン

価
格

等
マ

ー
ケ

ッ
ト

調
査

２
月

１
１

日
の

プ
レ

ゼ
ン

資
料

作
成

２
月

１
１

日
の

プ
レ

ゼ
ン

資
料

作
成

 



業
務

主
任

/ 太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
全

般
系

統
連

系
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

機
材

・
設

備
計

画
調

達
計

画
/ 積

算
１

制
度

・
基

準
/

環
境

社
会

配
慮

系
統

運
用

建
築

設
計

業
務

調
整

２

松
田

　
康

治
/N

E
W

JE
C

中
澤

孝
史

/N
E

W
JE

C
今

井
　

亨
/N

E
W

JE
C

丸
岡

　
巧

/N
E

W
JE

C
三

雲
　

是
宏

/N
E

W
JE

C
石

橋
　

丈
治

/N
E

W
JE

C
和

田
　

哲
郎

/N
E

W
JE

C
高

澤
　

徳
洋

/N
E

W
JE

C

月
・
P

M
O

(9
:3

0
 -

 1
2
:0

0
)

・
D

C
A

(1
5
:0

0
-
1
5
:4

0
)

・
L
A

A
(1

5
:5

0-
1
6
:2

0
)

・
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

打
合

せ
（
9
:4

5
-
 1

1
:3

0
)

・
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

打
合

せ
（
1
4
:0

0
 -

 1
5
:0

0
)

火
・
団

内
打

合
せ

(9
:0

0 
- 

11
:0

0)
・
積

算
用

資
料

作
成

・
団

内
打

合
せ

（
9
:0

0
 -

 1
1
:0

0
)

・
積

算
打

合
せ

（
1
1
:0

0
 -

 1
2
:0

0
)

・
団

内
打

合
せ

・
E
D

L
 (

1
4
:0

0
 -

 1
4
:4

0
)

・
P

M
O

 (
1
5
:5

0 
-
 1

6:
1
0
)

・
団

内
打

合
せ

・
積

算
依

頼
用

資
料

作
成

・
P

M
O

(1
5:

5
0
 -

 1
6
:1

0
)

水
・
L
A

A
(9

:0
0
 -

 1
0
:4

5
)

・
図

面
コ

ピ
ー

・
L
A

A
(9

:0
0
 -

 1
0
:4

5
)

・
技

術
仕

様
書

修
正

・
L
A

A
(9

:0
0
 -

 1
0
:4

5)
・
空

港
駐

車
場

再
調

査
・
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

打
合

せ
（
9
:4

5
-
 1

1
:0

0
)

・
L
A

A
(9

:0
0
 -

 1
0
:4

5
)

・
空

港
駐

車
場

再
調

査
・
現

地
業

者
訪

問
(9

:4
5
-
1
1
:0

0
)

・
空

港
駐

車
場

再
調

査

木
・
L
A

A
配

線
調

査
・
空

港
駐

車
場

構
造

検
討

・
現

地
業

者
単

価
収

集
（
1

0:
00

 -
 1

1:
30

)
・
D

O
E

（
14

:0
0 

-1
5

:3
0)

・
現

地
業

者
打

合
せ

 (
16

:0
0 

- 
17

:0
0)

・
L
A

A
配

線
調

査
・
技

術
仕

様
書

修
正

・
現

地
業

者
単

価
収

集
・
空

港
駐

車
場

レ
イ

ア
ウ

ト
・
構

造
検

討

金
・
D

O
E
と

P
M

O
対

応
協

議
(8

:4
0
 -

 9
:4

0
)

・
技

術
仕

様
書

英
文

化
・
現

地
業

者
打

合
せ

（
10

:3
0 

- 
11

:3
0

)
・
現

地
業

者
単

価
調

査
 (

16
:0

0 
- 

1
7:

00
)

・
技

術
仕

様
書

（
電

気
）

終
化

・
空

港
駐

車
場

レ
イ

ア
ウ

ト
・
構

造
検

討
・
現

地
業

者
単

価
調

査

土
・
空

港
駐

車
場

概
要

図
作

成
・
系

統
接

続
基

準
検

討
・
空

港
駐

車
場

配
線

施
工

計
画

検
討

・
建

設
単

価
整

理
関

空
か

ら
 B

K
K

経
由

で
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
入

り
 (

T
G

 6
2

3
  1

1
:0

0
 -

 1
5

:3
0

, 
T

G
5

7
4

1
9

:5
5

 -
 2

1
:0

5
)

・
空

港
駐

車
場

配
線

図
作

成
・
空

港
駐

車
場

概
要

図
作

成
・
空

港
駐

車
場

概
略

数
量

算
出

日
・
P

M
O

駐
車

場
概

要
図

作
成

・
２

５
日

プ
レ

ゼ
ン

資
料

準
備

・
系

統
接

続
基

準
検

討
・
空

港
駐

車
場

配
線

施
工

計
画

検
討

・
建

設
単

価
整

理
・
環

境
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

準
備

・
空

港
駐

車
場

配
線

図
作

成
・
業

者
見

積
検

討

月
・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0
)

・
L
-
J
A

T
S
(1

4
:0

0
 -

 1
4
:4

0
)

・
L
A

A
(1

4
:5

0
 -

 1
5
:3

5
)

・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0
)

・
P

M
O

接
続

系
統

図
修

正
・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0
)

・
P

M
O

配
線

施
工

計
画

検
討

・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0
)

・
建

設
単

価
整

理
・
現

地
業

者
打

合
せ

・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0
)

・
環

境
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

実
施

・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0)
・
P

M
O

駐
車

場
配

線
図

作
成

・
P

M
O

(9
:0

0-
1
0
:2

0
)

・
P

M
O

駐
車

場
構

造
・
配

置
検

討

火
・
招

待
状

チ
ェ

ッ
ク

及
び

配
布

・
空

港
駐

車
場

構
造

・
配

置
検

討
・
プ

レ
ゼ

ン
資

料
作

成
・
プ

レ
ゼ

ン
資

料
作

成
・
P

M
O

配
線

施
工

計
画

作
成

・
D

O
E
へ

業
者

報
告

・
関

税
等

の
諸

税
調

査
・
P

M
O

駐
車

場
配

線
図

作
成

・
プ

レ
ゼ

ン
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・
架

台
設

計
条

件
検

討
・
架

台
概

設
計

水
・
プ

レ
ゼ

ン
資

料
作

成
・
印

刷
・
日

降
雨

量
資

料
入

手
・
L
A

A
予

算
・
執

行
額

調
査

・
整

理
・
プ

レ
ゼ

ン
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・
P

M
O

配
線

施
工

計
画

作
成

・
プ

レ
ゼ

ン
資

料
レ

ビ
ュ

ー
・
現

地
業

者
打

合
せ

・
ラ

オ
ス

労
働

条
件

調
査

・
検

討
・
P

M
O

駐
車

場
配

線
図

作
成

・
現

地
業

者
打

合
せ

木
・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
議

事
録

作
成

・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
議

事
録

作
成

・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
議

事
録

作
成

・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
現

地
業

者
打

合
せ

・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
議

事
録

作
成

・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
議

事
録

作
成

・
第

二
回

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
(9

:3
0
 -

1
2
:0

0
)

・
業

者
見

積
検

討

金
・
帰

国
前

報
告

書
作

成
・
J
IC

A
帰

国
前

報
告

 (
1
4
:3

0
 -

 1
5
:0

0
)

・
E
O

J
帰

国
前

報
告

(1
6
:0

0
 -

 1
6
:4

5
)

・
J
IC

A
帰

国
前

報
告

(1
4
:3

0
)

・
E
O

J
帰

国
前

報
告

(1
6
:0

0
)

・
J
IC

A
帰

国
前

報
告

 (
1
4
:3

0
)

・
E
O

J
帰

国
前

報
告

(1
6
:0

0
)

・
輸

送
ル

ー
ト

確
認

・
現

地
業

者
打

合
せ

及
び

離
国

挨
拶

・
関

税
等

の
諸

税
調

査
・
J
IC

A
帰

国
前

報
告

 (
1
4
:3

0
)

・
輸

送
ル

ー
ト

確
認

・
J
IC

A
帰

国
前

報
告

 (
1
4
:3

0
)

・
輸

送
ル

ー
ト

確
認

・
J
IC

A
帰

国
前

報
告

 (
1
4
:3

0
)

土 日 月

・
技

術
仕

様
書

（電
気

）
終

化

・
L
A

A
　

配
線

調
査

・
技

術
仕

様
書

・
材

料
仕

様
書

修
正

・
団

内
打

合
せ

(9
:0

0-
11

:0
0)

・
E
D

L
（
1
4
:0

0
 -

 1
4
:4

0)
・
P

M
O

(1
5
:5

0
 -

 1
6
:1

0
)

・
P

M
O

仮
置

き
場

チ
ェ

ッ
ク

、
電

気
室

調
査

依
頼

、
単

線
結

線
図

提
供

依
頼

(9
:0

0
-
1
2
:0

0
)

関
空

か
ら

B
K

K
経

由
で

ビ
エ

ン
チ

ャ
ン

入
り

 (
T

G
 6

23
 1

1:
00

 -
1

5:
30

, T
G

 5
7

4 
19

:5
5 

- 
21

:0
5)

団
内

会
議

（
今

後
国

内
で

の
作

業
事

項
確

認
）

カ
ン

ボ
ジ

ア
準

備
作

業

ビ
エ

ン
チ

ャ
ン

か
ら

プ
ノ

ン
ペ

ン
へ

移
動

(V
N

 8
41

, 1
0

:2
0

 -
 1

1:
50

)
 

 



第
3

次
現

地
調

査
 

 

団
長

 
協

力
計

画
業

務
主

任
/ 太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

全
般

系
統

連
系

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
機

材
・
設

備
計

画
業

務
調

整
１

米
山

 
芳

春
/J

IC
A

江
原

 
由

樹
/J

IC
A

松
田

 
康

治
/N

E
W

JE
C

中
澤

孝
史

/N
E

W
JE

C
今

井
 

亨
/
N

E
W

J
E
C

木
村

 
友

一
 

/N
E

W
JE

C

1
5
-
S
e
p-

10
 

日
 

成
田

か
ら

ビ
エ

ン
チ

ャ
ン

入
り

関
空

発
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
入

り
(T

G
 6

23
 

1
1:

45
 -

 1
5
:3

5
, 
T
G

57
4
 1

9:
50

 -
 2

1
:0

0
 )

関
空

発
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
入

り
(T

G
 6

23
 

1
1:

45
 -

 1
5
:3

5
, 
T
G

57
4
 1

9:
50

 -
 2

1
:0

0
 )

2
6
-
S
e
p-

10
 

月
 

M
E
M

表
敬

訪
問

（
Ｍ

Ｄ
項

目
Ｄ

Ｒ
と

概
要

説
明

：
9
:0

0 
-)
 

J
IC

A
事

務
所

表
敬

訪
問

 
(1

1
:0

0-
)

P
M

O
表

敬
訪

問
（
Ｍ

Ｄ
項

目
Ｄ

Ｒ
と

概
要

説
明

：
1
4:

00
-
)

官
団

員
と

同
行

関
空
発
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

入
り

(T
G

 6
23

 
11

:4
5 

- 
15

:3
5,

 T
G

57
4 

19
:5

0 
-

21
:0

0 
)

官
団

員
と

同
行

ビ
エ

ン
チ

ャ
ン

入
り

(T
G

 6
41

 1
1:

00
-1

5:
30

, 
T

G
57

4 
19

:5
5 

- 
21

:0
5)

3
7
-
S
e
p-

10
 

火
 

D
C

A
表

敬
訪

問
（9

:0
0 

-
)

Ｐ
Ｍ

Ｏ
面

談
(Ｐ

Ｍ
Ｏ

の
要

望
確

認
と

Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

立
場

説
明

：1
4
:0

0 
- 

)
P

M
O

か
ら

の
要

望
に

対
す

る
対

応
検

討
(J

IC
A

 &
 

D
O

E
)  

P
M

O
か

ら
Ｊ
ＩＣ

Ａ
へ

の
正

式
要

望
書

案
作

成

官
団

員
と

同
じ

4
8
-
S
e
p-

10
 

水
 

5
9
-
S
e
p-

10
 

木
 

(1
) 

M
D

 
修

正
案

作
成

(J
IC

A
 &

 D
O

E
)

(2
) 

P
M

O
 
訪

問
（
Ｊ
ＩＣ

Ａ
の

対
応

説
明

及
び

Ｐ
Ｍ

Ｏ
か

ら
Ｊ
ＩＣ

Ａ
宛

の
レ

タ
ー

内
容

確
認

：
1
0
:0

0
 -

）
  

官
団

員
に

同
行

（
午

前
中

）
変

電
所

等
調

査
（
午

後
）

6
1
0-

S
ep

-1
0

金
 

大
使

館
報

告
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
発

(T
G

57
1 

13
:5

0 
-

14
:5

5,
 T

G
62

2 
23

:3
0 

- 
07

:0
0)

大
使

館
報

告
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
発

(T
G

57
1 

13
:5

0 
- 

14
:5

5,
 T

G
62

2 
23

:3
0 

- 
07

:0
0)

大
使

館
報

告
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
発

(T
G

57
1 

13
:5

0 
-

14
:5

5,
 T

G
62

2 
23

:3
0 

- 
07

:0
0)

大
使

館
報

告
 

ビ
エ

ン
チ

ャ
ン

発
(T

G
57

1 
13

:5
0 

- 
14

:5
5,

 T
G

64
0

22
:1

0 
- 

06
:0

0)

7
1
1-

S
ep

-1
0

土
 

成
田

着
関

空
着

関
空

着
関

空
着

成
田

着

日
程

 
日

 
曜

日

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

大
使

館
報

告
 (

9
:0

0
 -

 9
:5

0
)

  
ビ

エ
ン

チ
ャ

ン
発

Ｅ
Ｄ

Ｌ
表

敬
訪

問
 (

9
:0

0
 -

 )
概

要
書

案
説

明
・
質

疑
応

答
（
系

統
連

系
保

護
装

置
）

国
内

線
駐

車
場

他
現

地
視

察
 
及

び
追

加
図

面
収

集
（
増

設
対

応
）
（
午

後
）

(1
) 

Ｍ
Ｅ

Ｍ
に

て
「
協

力
準

備
調

査
概

要
書

（
案

）
」
説

明
及

び
質

疑
応

答
 

（
9
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Minntes of Discnssions 
on 

the Preparatory Snrvey (Ontline Design) 
on 

The Project for Introduction of Clean Energy by Solar Electricity Generation System 
in 

the Lao People's Democratic Republic 

(Explanation on Draft Final Report) 

hl December 2009, the Japan hlternational Cooperation Agency (hereinafter referred to 
as "JICA") dispatched to the Lao People's Democratic Republic (hereinafter referred to as "Lao 
PDR") a Preparatory Survey Team on the Project for the hltroduction of Clean Energy by Solar 
Electricity Generation System (hereinafter referred to as "the Project"), to hold discussions with 
relevant officials of the Government of Lao PDR (hereinafter refen'ed to as "GoL") to conduct 
field sUlveys and to make technical evaluations. After discussing results of the Preparatory 
Survey in Japan, JICA prepared a Draft Outline Design Study Report. 

hl order to explain and to consult with the concerned officials of GoL on the components 
of the Draft Final RepOli, nCA dispatched to Lao PDR a Preparatory Survey Team for Draft 
Final RepOli Explanation (hereinafter referred to as "the Team"), which is headed by Mr. 
Yoshiharu YONEYAMA, Senior Representative of JICA Laos Office, from September 5th to 11th, 
2010. 

As a result of the discussions held between the Team and concerned officials of GoL and 
fmiher consideration in Japan, the main items described on the attached sheets are confirmed. 

~!~~*~~fOf Electricity 
Ministry of Energy and Mines 
Lao People's Democratic Republic 

~s~t~" ~€// 
"'\;~~;~~; ) 

:,.;;:;=;--
Mr. Inthanousone SISANONH 
Deputy Director General 
Depmiment of Civil Aviation 
Ministry of Public Works and TranspOliation 
Lao People's Democratic Republic 



ATTACHMENT 

1. Components of the Draft Final Report 

Department of Electricity, Ministry of Energy and Mines (hereinafter referred to as 

"MEM") and Department of Civil Aviation (hereinafter referred to as "DCA"), Ministry of 

Public Works and Transportation (hereinafter referred to as "MPWT") accepted in principle 

the components of the Draft Final RepOli explained by the Team. 

2. Program Grant Aid for Environment and Climate Change of the Government of 

Japan 

GoL understood the contents of the Minutes of Discussions signed by the Team and 

GoL on 12th January, 2010 (hereinafter referred to as "the previous MID"), and agreed to take 

the necessary measures confirmed on the previous MID for smooth implementation of the 

Program following procedures of the Program Grant Aid for Environment and Climate 

Change of the Govemment of Japan as shown in Annex-l. 

3. Confirmation of progress made for the previous MID 

3.1. Project site and capacity of PV system 

The Team and GoL confirnled that project site is Wattay International AirpOli only as 

shown in Annex-2. The Team explained that the capacity ofPV system can be increased up to 

236kWp from 90 kWp in the previous MID based on the result of outline design and cost 

estimation. The GoL accepted the change ofPV capacity. 

3.2. Implementing Agencies 

The Team and GoL confinned that Lao Airport Authority (hereinafter referred to as LAA) 

is the implementing agency for the Project on behalf of DCA. 

4. Equipments to be procured 
The Team explained that the list of equipment to be procured is as shown in Annex-3 based 

on the result of the 2nd Preparatory Survey conducted in FeblUary 2010. After discussions, the 

Team and GoL agreed to procure the major equipment such as PV module, Power 

Conditioner and Transfonner from Japan, while third country products are acceptable for 

other type of equipment and accessories. 

5. Procurement Process for the Project 
The Team and GoL reconfirnled that procurement process will be supervised by the 

Procurement Agent (hereinafter referred to as "the Agent") through necessary consultations 

with the Consultative Committee (hereinafter refened to as "the COlmnittee"). The Team and 

GoL also reconfilmed roles of the Agent as follows; y 
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(1) The Agent will render the services stipulated in the provisions of the Grand Agreement 

(hereinafter refelTed to as "the GI A") as well as the Exchange of Notes (hereinafter 

referred to as "the EIN") for the Project; 

(2) The Agent will unde1iake the procurement procedures necessary for the Program 

according to the provisions of the GI A and the EIN and any other relevant guidelines 

(3) JICA will provide a Final Report to the Agent; and 

(4) The Agent will commence the procurement according to the contents of the Final Report 

of the Outline Design. 

The Team explained that if tender price exceeds the amount agreed on the GI A and the EIN, 

quantity orland items of the equipment would be reduced until the cost for the Project comes 

down to the amount agreed on the GI A and the EIN. 

GaL agreed that if there is a remaining amount of the cost for the Proj ect after tenders, 

additional items of equipment would be procured based on priorities which were set in the 

Final RepOli. Both sides confimled that the parking lot in front of the domestic telminal 

building as shown in Annex-2 would be the priority site in case of additional PV panel 

installation needed. 

GoL also understood that decision on addition or reduction of the equipment to be procured 

would be made tln'ough necessary consultations with members ofthe COllllnittee. 

6. Project Cost 
GaL agreed that the cost for the Program should not exceed the upper limit of amount 

agreed on in the EIN. The Team and GoL also agreed that the cost for the Project contains 

procurement cost of equipment, the cost for transportation up to the site for the Proj ect, 

installation cost, the Consultant fee, the Agent fee, and the cost for soft component for the 

technical suppOli of operation and maintenance of equipment. 

7. Confidentiality of the Project 
(1) Detailed specifications of the Facilities 

The Team and GoL agreed that all the information related to the Project including detailed 

drawings and specifications of the facilities and equipment and other technical information 

shall not be released to any outside parties (i.e. outside of JICA, GoL and the Agent) before 

conclusion of all the contract(s) for the Project. 

(2) Confidentiality ofthe Cost Estimation 
The Team explained the cost estimation of the Project as described in Annex-4. The Team 

and GoL agreed that the cost for the Project estimates should never be duplicated or released 

to any outside parties (i.e. outside of JICA, GoL and the Agent) before tender for the Project. 

GoL understood that the cost for the Project Estimation attached as Amlex-3 is not final and is 

subject to change as a result of examination through revision of the Outline Design Study. 

8. The Consultative Committee 
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GoL agreed that MEM would chair the Committee in order to facilitate consultation and 

procurement process. The Terms of Reference of the Committee are outlined in Annex-8 of 

the previous MID. 

The members ofthe COImnittee are as follows: 

(1) Representative(s) ofMEM (Chair) 
(2) Representative(s) ofMPWT 
(3) Representative(s) ofLAA 
(4) Representative(s) of JICA Laos Office 

The first meeting of the Committee shall be held after the signing ofthe consultant contract 

between the Agent and the consultant. Fmiher meetings shall be held upon request base of 

either GoL or the Japanese side. The Agent may advise JICA and GoL on the necessity to call 

for a meeting of the Committee. 

9. Other Relevant Issues 
9.1. Undertakings required by GoL 

The Team requested GoL to abide by the following undeliakings by GoL in addition to 

major undeliakings described in the previous MID and in Annex-5 ofthis MID. GoL agreed 

to do so. 

(I) Land usage for PV system 
MPWT is the owner of the land for the following equipment and matelials for PV system. 

GoL has reconfimled that there is no objection for the implementation ofthe Project. 

1) for PV system 
2) for Temporary stockyard 

(2) Environmental and Social Considerations 
GoL reconfimled that EIA and IEE are not required for the project implementation of solar 

generation. 

(3) Application of the Related Laws and Regulations 
1) GoL agreed that the structural design for the installation of PV system should comply 

with the Architectural Regulation in Japan and Lao PDR. 

2) Electrical design for Grid-cOlmected PV system should be done in accordance with 

JIS/IEC, Grid Code in Lao PDR and Lao Electric Power Technical Standard (2004). 

(4) Customs and Tax Exemption 
GoL agreed that MEM should be responsible for the exemption of all customs, tax, levies 

and duties incuned in Laos for the implementation ofthe Project.. 

(5) Assignment of Counterpart Personnel 
1) Overall project management 

DCA and LAA will assign the following personnel for overall proj ect management and 
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coordination for the implementation within one month after the signing ofthis MID. 

- A Project Director 

- A Project Manager 

- Necessary tec1mical staff 

2) Soft Component 
GoL agreed to assign necessary persOlmel in accordance with the soft component plan 

proposed by the Team. 

LAA will assign the focal Counterpart Personnel for the soft component. 

Other personnel will be assigned from MEM and Elecricite Du Laos as required at the time 
of implementation of the Soft Component. 

9.2. Ownership and Operation and Maintenance (O&M) Responsibilities of Equipments 
GoL has reconfirmed that the MPWT is the final owner of Equipment and responsible for 

securing necessary budget and personnel for Operation and Maintenance (O&M) of 

Grid-connected PV system procured and installed under the Program. GoL confilmed that the 

Equipments procured under the Project shall be fully operated and maintained by LAA with 

assistance of Electricite Du Laos. 

<List of Annex> 

Amlex -1 Program Grant Aid for Environnlent and Climate Change of the Govemment of Japan 

Annex-2 Location Map ofthe Project Site 

Annex-3 List of Equipments 

Annex-4 Project Cost Estimation (Confidential) 

Amlex-5 Major Undertakings to be taken by GoL 
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Annex-I 

Program Grant Aid for Environment and Climate Change 
of the Govel11ment of Japan 

(provisional) 

The Grant Aid provides a recipient country (hereafter refened to as "the Recipient") with 
non-reimbursable funds to procure the facilities, equipment, and services (engineering selvices 
and transportation of the products, etc.) for economic and social development of the country 
under principles in accordance with relevant laws and regulations of Japan. The Grant Aid is not 
supplied through the donation of materials as such. 

Based on "Cool Eat1h Partnership" initiative of the Govenm1ent of Japan, the Program Grant 
Aid for Environment and Climate Change (hereafter referred to as "GAEC") aims to mitigate 
effects of global wanning by reducing GHGs emission (mitigation; e.g. improvement of energy 
efficiency) and to take adaptive measures (adaptation; e.g. measures against disasters related to 
climate change, including disaster prevention such as enhancing disaster risk 
management).GAEC may contain multiple components that can be combined to effectively 
meet these needs. 

I. Procedures for GAEC 

GAEC is executed through the following procedures 
Preparatory Preparatory Smvey for proj ect identification conducted by Japan 
Survey I Intel11ational Cooperation Agency (JICA) 
Application Request made by a recipient country 
Appraisal & Appraisal by the Govel11ment of Japan and Approval by the Cabinet 
Approval 
Detemunation of The Notes exchanged between the Govennnent of Japan and the 
Implementation Recipient Country 
Grant Agreement Agreement concluded between JICA and the Recipient 
(hereinafter 
refened to as the 
"G/A") 
Preparatory Preparatory Smvey for design conducted by JICA 
Smvey2 
Implementation Procurement through the Procnrement Agency by the Recipient 

Firstly, if the candidate project for a GAEC is identified by the Recipient and the 
Govemment of Japan, the Govennnent of Japan (the Minisuy of Foreign Affairs) examines it 
whether it is eligible for GAEC. When the request is deemed appropriate, JICA, in 
consultation with the Govennnent of Japan, conducts the Preparatory Survey (hereafter 
refened to as "the Smvey") on the candidate project as Phase I of the Survey with Japanese 
consulting finns. 

Secondly, the Recipient submits the official request to the Govenm1ent of Japan, while the 
appropriateness, necessity and the basic components of the Program are examined in the . 
course of Phase I of the Survey,} 
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Thirdly, the Govemment of Japan appraises the Program to see whether it is suitable for 
Japan's GAEC, based on the Survey report prepared by JICA, and the results are then 
submitted to the Cabinet for approval. 

FOUlihly, the Program, once approved by the Cabinet, becomes official with the Exchange of 
Notes (EIN) signed by the Govenmlents of Japan and the Recipient. 

Fifthly, JICA engages Grant Agreement (G/ A) with the Recipient and executes the Grant by 
making payments of the amount agreed in the EIN and strictly monitors that the funds of the 
Grant are properly and effectively used. 

Procurement Management Agent is designated to conduct the procurement services of 
products and services (including fund management, preparing tenders, contracts) for GAEC 
on behalf of the Recipient. The Agent is an impaliial and specialized organization that will 
render services according to the Agent Agreement with the Recipient. The Agent is 
recommended to the Recipient by the Govennnent of Japan and agreed between the two 
Govennnents in the Agreed Minutes ("AIM"). 

2. Preparatory Survey 

I) Contents of the Survey 
The purpose of the Preparatory Survey (hereafter refelTed to as "the Survey"), conducted by 
IlCA on a reqnested project (hereafter refelTed to as "the Project"), is to provide the basic 
document necessary for the appraisal of the Project by the Govenunent of Japan. The 
contents of the Survey are as follows: 

Confinl1ation of background, objectives, and benefits of the Project and institutional 
capacity of agencies and communities concemed of the Recipient necessary for project 
implementation. 
Evaluation of relevance of the Project to be implemented under the Grant Aid Scheme 
for Environment and Climate Change from a technical, social, and economic point of 
view. 
Confimlation of items agreed upon by both parties conceming the basic concept of the 
Project. 
Preparation ofthe design of the Proj ect and reference document for tender. 
Estimation of cost for the Proj ect. 

The contents of the original request will be modified, as found necessary, in the design of the 
Project according to the guidelines of Japan's Grant Aid scheme. 

The Govennnent of Japan requests the Govemment of the Recipient to take whatever 
measures necessary to ensnre its responsibility in implementing the Project. Such measures 
must be guaranteed even if they may fall outside the jurisdiction of the implementing 
organization of the Recipient. This has been confinned by all relevant organizations of the 
Recipient through the Minutes of Discussions. 

2) Selection of consulting finns 
For the smooth implementation of the Survey, IlCA will conduct the Survey with registered y! 
consulting films. IlCA selects the filTllS based on proposals submitted by finns with interest (j 
in implementing the Survey. The fin11S selected will can'y ont the Preparatory Survey and 
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prepare a repOli, based on the tenns of reference set by JICA. 

3. Implementation of GAEC after the EIN 

1) Exchange of Notes (EIN) 
The content of GAEC will be detemlined in accordance with the Notes exchanged by the two 
Govennnents concemed, in which items including, objectives of the project, period of 
execution, conditions and amount of the Grant Aid are confinned. 

2) Details of Procedures 
Details of procedures on procurement and services under GAEC will be agreed between the 
authorities of the two govenmlents concemed at the time of the signing of the G/ A. 

Essential points to be agreed are outlined as follows: 
a) JICA will supervise the implementation of the Project. 
b) Products and services will be procured and provided in accordance with JICA's 

"Procurement Guidelines for the Program Grant Aid for Environment and Climate 
Change." 

c) The Recipient will conclude a contract with the Agent. 
d) The Agent is the representative acting in the name ofthe Recipient conceming all transfers 

of funds to the Agent. 

3) Focal points of "Procurement Guidelines for the Program Grant Aid for EnvirOlmlent and 
Climate Change" 

a) TheAgent 
The Agent is the organization, which provides procurement of products and services on 
behalf of the Recipient according to the Agent Agreement with the Recipient. The Agent 
is reconnnended to the Recipient by the Govemment of Japan and agreed between the two 
Govenunents in the AIM. 

b) Agent Agreement 
The Recipient will conclude the Agent Agreement, in pIinciple, within two months after 
the signing of the G/ A, in accordance with the AIM. The scope of the Agent's services 
will be clearly specified in the Agent Agreement. 

c) Approval of the Agent Agreement 
The Agent Agreement is prepared as two identical documents and the copy of the Agent 
Agreement will be submitted to JICA by the Recipient tln'ough the Agent. JICA confirms 
whether the Agent Agreement is concluded in confonnity with the EIN, AIM, and G/ A and 
the Procurement Guidelines for the Program Grant Aid for Environment and Climate 
Change then approves the Agent Agreement. 

The Agent Agreement concluded between the Recipient and the Agent will become 
effective after the approval by JICA in a written fonn. 

d) Payment Methods 
The Agent Agreement will stipulate that "Regarding all transfers of the fund to the Agent, 
the Recipient will designate the Agent to act on behalf of the Recipient and issue a Blanket Lj 
Disbursement Authorization ("the BDA")to conduct the h'ansfer of the fund (hereinafter (j 
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refelTed to as "the Advances") to the Procurement Account from the Recipient Account. 

The Agent Agreement will clearly state that the payment to the Agent will be made in 
Japanese yen from the Advances and that the fmal payment to the Agent will be made 
when the total remaining amount become less than three percent (3%) of the Grant and its 
accrued interests excluding the Agent's fees. 

e) Products and Services Eligible for Procurement 
Products and services to be procured will be selected fi-om those defined in the G/ A. 

f) Firm and Consultant 
The firm and consultant who would contract with the Agent shall be Japanese Nationals. 

The consultants that will be employed to do detail design and supervise the work for the 
Project, will, however, be in principle, Japanese nationals recommended by JICA for the 
purpose of maintaining technical consistency with the Study. 

g) Method of Procurement 
When conducting the procurement, sufficient attention will be paid to transparency in 
selecting the finns and for tillS purpose, competitive tendering will be employed in 
principle. 

h) Tender Documents 
The tender documents should contain all infonuation necessary to enable tenderers to 
prepare valid offers for the products and services to be procured by GAEC. 

The rights and obligations of the Recipient, the Agent and the finns supplying products 
and services should be stipulated in the tender documents to be prepared by the Agent. 
Aside fi'om this, the tender documents will be prepared in consultation with the Recipient. 

i) Pre-qualification Examination of Tenderers 
The Agent may conduct a pre-qualification examination of tenderers in advance of the 
tender so that the invitation to the tender can be extended only to eligible fmus. The 
pre-qualification eXalnination should be perfonned only with respect to whether the 
prospective tenderers have the capability of concluding the contracts. 

For this, the following points should be taken into consideration: 
(1) Experience alld past perfOlTIlanCe in contracts of similar kind 
(2) Financial credibility (including assets such as real estate) 
(3) Existence of offices and other items to be specified in the tender documents. 
(4) Their potentialities to use necessalY personnel and facilities. 

j) Tender Evaluation 
The tender evaluation should be implemented on the basis of the conditions specified in 
the tender documents. 

Those tenderers which substantially conform to the teclnllcal specifications and other 
stipulations of the tender documents will be judged in principle on the basis of the ~' 
submitted price, and the tenderer who offers the lowest price will be designated as the 
successful tenderer. 
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The Agent will submit a detailed evaluation report of tenders to JICA for its infonnation, 
while the notification of the results to the tenderers will not be premised on the 
confirmation by JICA. 

k) Additional procurement 
If there is any remaining balance after the competitive and/or selective tendering and/or 
direct negotiation for a contract, and if the Recipient would like to procure additional 
items, the Agent is allowed to conduct this additional procurement, following the points 
mentioned below: 
(1) Procurement of same products and services 

When the products and services to be additionally procured are identical with the 
initial tender and a competitive tendering is judged not efficient, additional 
procurement can be conducted by a negotiated contract with the successful tenderer of 
the initial tender. 

(2) Other procurements 
When products and services other than those mentioned above in (1) are to be 
procured, the procurement should be conducted through competitive tendering. In this 
case, the products and services for additional procurement will be selected from 
among those in accordance with the G/ A. 

I) Conclusion of the Contracts 
111 order to procure products and services in accordance with the guideline, the Agent will 
conclude contracts with finns selected by tendering or other methods. 

m)Tenns of Payment 
The contract will clearly state the telms of payment. The Agent will make payment fi·om 
the "advances," against the submission of the necessary documents from the firm on the 
basis of the conditions specified in the contract. When the services are the object of 
procurement, the Agent may pay certain portion of the contract amount in advance to the 
films on the conditions that such f111ns submit the advance payment guarantee worth the 
amount of the advance payment to the Agent. 

4) Undertakings required by the Government of the Recipient Country 
111 the implementation of the Grant Aid Project, the Recipient is required to undertake 
necessary measures as the following: 
a) To secure land necessary for the sites of the Project and to clear, level and reclaim the land 

prior to commencement of the Project. 
b) To provide facilities for distributing electricity, water supply and drainage and other 

incidental facilities in and around the sites. 
c) To ensure all the expense and prompt execution for unloading, customs clearing at the port 

of disembarkation and domestic transportation of products purchased under the Grant Aid, 
d) To ensure that customs duty, internal taxes and other fiscal levies that may be imposed in 

the Recipient with respect to the purchase ofthe Components and the Agent's services will 
be exempted by the Government ofthe Recipient. 

e) To accord all the concerned pmiies, whose services may be required in connection with 
supply ofthe products a11d services under the contracts, such facilities as may be necessary 
for their entry into the Recipient and stay therein for the perfOlmance of their work. 

5) "Proper use of funds" 
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The Recipient is required to operate and maintain the facilities constructed and equipment 
purchased under the Grant Aid properly and effectively and to assign personnel necessary for 
this operation and maintenance as well as to bear all the expenses other than those covered by 
the Grant Aid. 

6) "EXpOli and Re-export" of products 
The products purchased under the Grant and its accrued interest wiII not be exported or 
re-exported from the Recipient. 

)~/ 
10 



General Flow of Pro ram Grant Aid for Environment and Climate Change 
Stage 

Evaluation & 
Follow up 

C Request ~ 
I 

Screening of 
the Project 

Preparatory Survey 1 
Project Identification 

Flow & Works 

by Recipient Government 

byGOJ &J1CA 

~ Selection & Contracting of Consultant by JICA 
• Field SUlVey & AnaJysis by Consultant & JICA 

-------t-------~-~-~--- -------------------------
Appraisal byGOJ 

of the Proiect &J1CA Preparatory Survey 2 

• for Design and Cost Estirmtion 

Inter Ministerial byGOJ 
Consultation 

I j 
Fleld Sun'ey & Analysis 

by Consultant & JICA 

Presentation of byGOJ 

fiNo & Recipient E-xpJanation of Draft Report & 

Glvemment Draft Referrence Document for Tender 

-Final Report 
-Reference Document for Tender 

Approval by the by GOJ 
Cabinet 

-------t-----------_-__ ----------------------~--
& ej'"greed Minute~ by Both Government E"XChange of Notes 

Grant Agreement 

Banking Arrangement 

Agent Agreement 

by Recipient G::lvemment & JICA 

by Recipient Government 

by Recipient 
IApproval by JICA 

Govenllrent & the A en 

Issuance of Blanket 
Disbursen~nt Authorization 

, 
Consultant Contract --- ----..I 

by the Agent and Consultant --- ------- -----------
Review & Preparation fi;;or,,~~:.--:..::..::..::~:.-=-:'~I-;A~p~p;;r;;o:vvaaTllb~Y/FR(;e~c"iippTi e;;]nnittll----'> 

Tender Document . Government . 
Preparation for 

Tendering 

Tendering & Evaluation 

by th~c~A~g:e:nt~&~c=o:n~s~ul~la~n~t--------- by the Agent & Consultant 

by the Agent, Consultant & the Recipient Govenlln:::nl 

Procurement, Construction 
Soft co onent Cont 

Procurement, Construct i on 
& Soft Component 

Operation 

by the Agent, Consultant & the Recipient Government 

by Contractor(s) & 

Consultant(s) 

, Completion Certificate 
by Recipient Government 

C10st Evaluation Stud0 

11 
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Annex-3 

List of Main Eqnipment 

Name of 
Main Specification andlor Components Qty Purpose 

Device 

(1) Applicable Standard: IEC or equivalent standard 

(2) General specification: Fundamental device in the PV 
Photovoltaic 

Module 
1) Type: Crystal type 1128 pc system to convert solar energy 

2) Rated installed capacity: 236 kWp (90.72 kWp + 50.4 kWp + 25.2 kWp to electric energy of DC 

+ 30.14 kWp + 25.2 kWp + 15.12 kWp) 

(1) Applicable Standard: JCS 4418B 

Adjunct Cable 
(2) Type: (a) HEM - CE Cable with (+) connector at one edge Cables connecting each 

(b) HEM - CE Cable with (-) connector at one edge 1Ls module in series and necessary 
for PV Module 

(c) HEM - CE Cable with (+) (-) COimector at both edges cable for the system 

(3) Size: 3.5sq - IC 

(1 ) Construction: Outdoor hanging type 

(2) Material: SPHC Steel plate 

(3) Input voltage cell: DC 500 V/circuit Boxes to integrate the wiring 

(4) Number of input circuits: 3 - 5 circuits cables connecting each 

Junction Box (5) Input current ofPV cell: 8.9 Ncircuit 2Spc module in series, and 

(6) Number of output circuits: 1 circuit (breaker workable in tropical region) necessary device for the 

(7) Devices to be stored: Circuit breaker for wiring (DC500V 50A), islanding system 

connector, blocking device, lightning protection device by induction type, and 

heat-sensitive terminal caps 

(1) Construction: Outdoor hanging type The wiring cables from each 
(2) Material: SPHC Steel plate junction box will connect to 

(3) Input voltage cell: DCSOOV the collection boxes in parallel 

(4) h1put curren! ofPV cell: SOA/circuit and DC electricity will be 

Collection Box (5) Number of input circuits: 5 circuits with breaker for tropical region use 3 pc transmitted to power 

(6) Number of output circuits: 1 circuit with breaker for tropical region use conditioner from the 

(7) Breaker (Switch): Circuit breaker for input wiring (DCSOOV 50A) collecting boxes. The 

Circuit breaker for output wiring (DCSOOV 400A) collecting boxes are necessary 

(8) Others: Heat-sensitive terminal caps for a large scale PV system. 

(1) General specification for installed capacity: 236 kW 

1) Construction: Indoor frcc-standing type 

2) Main circuit model: Self-excitation voltage type 

3) Switching method: HF PWM Power conditioner has the 

4) Cooling method: Forced cooling system (fans) following functions; 

(2) Electrical specification (a) Converting DC to AC 

1) Rated capacity: 236 kW generated by PV module, 

2) Rated input voltage: DC400V and less (b) Keeping power quality at 

Power 3) Maximum allowable input voltage: DCO-{iOOV and less appropriate level by 
ILs 

Conditioner 4) Voltage range for input operation: DC240V-SOOV and less monitoring and watching 

5) Follow-up control range for maximum output: DC240V - 420V and less AC power 

6) Output electrical mode: 3-phase and 3-wire system 

7) Rated output voltage: AC202V Therefore, a power 

8) AC output current distortion rate: Total 5 % and less, each hannonic 3% conditioner is the essential 

and less device for PV system. 

9) Power control system: Maximum output follow-up control 

10) Eftlciency: 90 % and more 

11) Function: Automatic start, shut down, soft start, automatic voltage 



Annex-3 

Name of 
Main Specification and/or Components Qty Purpose 

Device 

regulator 

(3) Grid Protection Device: OVR(22512301235/240V), (410/420/430V), interval 

(O.5/l.0/2.0S), UVR(160/165/170/1751180V), (350/360/370V), interval 

(0.5I1.012.0S), OVF(50.5/5J15L5/52Hz), interval (O.5/LO/2.0S), 

UVF(48.5/49/49.5Hz), interval (0.5/1.012.0S), Blocking time after restoration: 

(5/1501200/300S) 

(4) Islanding Operation Detector: Active method and passive method prevailed in 

Japan 

(5) External Communication; Transmitted information: malfunction & measuring 

information by RS485 

(6) Internal Lightning Protection Device; DC SPD Class II and above. AC SPD 

gap type class 1I and above 

(I) Rated output: 300 kVA 

(2) Primary voltage (output): AC380-220V, 3-phases and 4-wires One of the main components 

Transformer 
(3) Secondary voltage (input): AC200V, 3-phases and 3-wires 

ILs 
of the power conditioner and 

(4) Frequency: 50Hz converting AC voltage into 

(5) Insulating class: H-type and dry class required voltage level. 

(6) Other specification: Rating plate, primary tenninal- 5 taps and more 

(I) Applicable Standard: JIS A 4201-2003 
Protecting outdoor facilities 

(2) Protection level: Level III 
from lightning strike, 

Extemal necessary device for PY 

Lightning 
(3) Receiving part: lighbling rod, horizontal conductor, and mesh conductor by ILs system to be installed in 

Protection 
rotating sphere method 

countries, ,,,here there are 
(4) Grounding: Keeping the same electrical potential with that of supporting many lightning in rainy 

structure of PY panel 
season. 

Box containing electrical 

(1) Material: SPHC Steel plate 
devices, such as power 

(2) Devices to be stored: 100kW x 3 power conditioner, 300 kVA equivalent 
conditioner and transfonner, 

and protecting those devices 
Cubicle transfomlcr, data transmittal device, VO switch, and circuit breaker ILs 

from direct light and rain. 
(3) Intemal Lightning Protection: AC SPD Class II and above at output side 

The box is necessary when 
(4) Ventilation: Forced cooling system (cooling fans) 

those electrical devices are 

installed outside. 

(I) Data monitoring device 

Measuring method: Measuring interval: 6 second Monitoring device for 

Collecting data: DC - voltage !current, AC - voltage/current/power! frequency operation perfonnance of the 

Data Monitoring device: Personal computer (Windows :>"'P or equivalent), serial PV system. TIle data 

Monitoring signal converter (from RS485 to RS232C), unillterruptible power supply ILs monitoring system is 

System system (UPS), rack for personal computer necessary in tenns of 

(2) Required Function: Displaying instantaneous value, graph, operation operation and maintenance of 

perfonnance of power conditioner, malfunction infonnation and storing the system. 

setting values for grid protection device in power conditioner 

(I) Construction: Indoor hanging type, LED plane luminescence panel 

(brightness 85% and more, average luminance of panel 200 lux/600 cd and 

more) Necessary device for 

Display Device (2) Display items: Instantaneous value of power output and cumulative ILs enlightenment ofthe PV 

generation energy system. 

(3) Display panel: 5-15 em! number 

(4) Size: H 1000 mm x W 1500 mm approximately 
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Name of 
.Main Specification and/or Components 

Device 
Qty Purpose 

Weather 
(1) One thennometer 

Necessary to analyze the 

Observation lLs generation performance of the 

Device 
(2) One pyranometer 

PV system 

Supporting 
(1) Material: lIS G3101, SS400 Supporting and fixing PV 

Structure for PV lLs 

Module 
(2) Coating: Hot dip galvanized HDZ45 equivalent modules 

Note: The quantity and detailed specification in the table might be changed depending on the conclusion of the Bid Tender 
provided that the installed capacity of236 kW shall be met. 
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Project Cost Estimation (Confidential) 

This cost estimate is provisional and would be fmiher examined by the Government of Japan 

for the approval ofthe Grant Aid. 

1. Cost to be bome by the Japanese side: approximately ¥ 467 million 

Item 
Amount 

(Million Japanese Yen) 

1. Procurement cost of equipment and materials 417 

2. Procurement Agent & Consulting Services Fee 50 

3. Total (1+2) 467 

2. Cost to be bome by the Laos side: Kip 0 

Item Amount 

1. Clearing and leveling of the Site Kip 0 

2. Total (1.) Kip 0 

Note: Payment of Bank COllumSSlOll 18 not mcluded and lssumg COIll111lSSIOIl of the pemusslOll for the persons 
related to the Programme to enter the project sites and providing office space to the Consultant will be borne by the 
Laos side. 

3. Cost to be bome by the Laos side for Operation and Maintenance (every year) 

LAA 
Personnel expenses -
Employment of temporary workers for the Approx. Kip 6,000,000 
cleaning PV panel 
Expendable and replacement paris cost in the Approx. Kip 5,000,000 
shOlt run (reserve fund) 
Expendable and replacement parts cost in the long 
run (reserve fund) 

Approx. Kip 164,000,000 

Total (in the short run) Approx. Kip 11,000,000 
Total (in the long run) Approx. Kip 170,000,000 .. 

The eqUIpment to be procured ill the Programme can be operated and mamtamed by the eXIstIng maintenance 
staff of the facility except employment of temporary workers for the cleaning PV panel. 
At intervals the equipment will require replacement of wom out palts and consumables. In the Sh011 run, most of 
POliS and consnmables to be needed will be covered by those provided in the Progrannne, only minor, locally 
available items have to be purchased by the Laos side. After the provisions of the Progrannne have run out, 
necessary items that have to be purchased by the Laos side will increase. 

4. Conditions for estimation 

(1) Time of estimation: 

(2) Foreign exchange rate: 

March 2010 

US$ 1.00 = JP¥ 91.36, Kip 1.00 = JP¥ 0.01081 

(3) Others: The above estimation was carried out in accordance with relevant TIlles and the 

guideline of Japan's Grant Aid. 



Atmex - 5 
M· aJor un d t ki er a ngs 0 e a en )yeac t b t k b hG overnmen t 

To be 
To be covered by 

No. Items covered by Recipient Side 

Grant Aid MEM MPWT 

1 To secure land 0 
2 To clear, level and reclaim the site when needed urgently 0 
3 To construct gates and fences in and around site 0 

-
4 To construct a parking lot jf necessary 0 
5 To construct roads -

I) Within site 0 
2) Outside the site and Access road 0 

6 To construct the facility and install equipment 4& 

7 To provide facilities for the distribution of electricity, water supply, drainage and other 
incidental facilities if necessary: 

I) Electricity 

~The power distribution line to the site 0 
b. The drop wiring and intemal wiring within the site 0 - --
c, The main circuit breaker and transformer for the site 0 

2) Water Supply 
-

a. The city water di~tribution main to the site 0 
b. The supply system within the site (receiving and elevated tanks) 0 

3) Dl1linage 
-

a. The city drainage main (for conveying stonn water, sewage, etc. from the site) 0 
b. Th_e drainage system within the site (for sewage, ordinary waste, stonn water, etc.) 0 

8 To bear the following commissions applied by the bank in Japan for banking services 
based upon the Bank Anangement (BfA) 

I) Payment of bank commission 4& 

9 To ensure all the expense and prompt execution of customs clearance at the p011 of 
disembarkation in the recipient country 

1) Marin or air transp0l1atlon of the products from Japan or third countdes to the 
4& 

recipient 

2) To ensure all the expense and prompt execution of tax exemption and customs • clearance of the products at the p011 of disembarkation 

3) Intemal transp~liation from the pot1 of disembarkation to the project site • 
10 To accord Japanese nationals and / or nationals ofthird countries, including persons 

employed by the agent ,vhose services may be required in connection with the 
Components such facilities as may be necess31Y for their entry into recipient country • 
and stay therein for the perfOlnlance of their work 

11 To ensure that customs duties, intemal taxes and other fiscallevies which may be 
imposed in the recipient country with respect to the purchase of the Components and to • the employment of the Agent will be exempted by the Govemment of recipient counhy 

~ 

12 
To maintain and use properly and effectively the facilities that are conshucted and the • equipment that is provide~_under the Grant 

~ 

13 
To bear all expenses, other than those covered by the Grant and its accmed interest, • necessary fOf the purchase of the Components as well as for the agent's fees 

14 ITo ensure environmental and social consideration for the Programme I • I 
Note: 0 means conung nndertakmg anD means already done or ant of subject. 



5. ソフトコンポーネント計画書 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

 

「ラオス国太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画」環境プログラム無償は、ラ

オス国ビエンチャン市内外れのワッタイ国際空港に定格容量 236 kW の太陽光発電設備

を調達し、発生した電力により当施設の電力需要の一部を賄うものである。ラオス国に

おいては、系統に連系しないオフグリッドの太陽光発電設備の実績はあるものの、200 

kW 相当の規模の系統連系型太陽光発電設備の設置及び運用は初めてとなる。また、ワ

ッタイ国際空港を運営・管理する LAA には、これまで太陽光発電設備を運用した経験

が無い。従って、本事業の発現効果の持続性の観点からは、当該施設において設備の運

転・維持管理を担当する人材に対し、運転・維持管理の方法を習得させるトレーニング

プログラムを提供することが望ましい。 

さらに、ラオス国政府は地方電化戦略1の中で、系統接続による地方電化に加え、太陽光

等のクリーンエネルギーを活用した地方電化の推進を掲げており、両者をあわせて 2020

年までに地方電化を 90%達成することを目標2としている。この目標を支援する立場か

らも、今回の系統連系型の太陽光発電に係るトレーニングプログラムを電力公社やそれ

を統括するエネルギー鉱業省職員に提供することは有益である。 

調達契約業者が実施する初期操作指導・運用指導は、運転、維持管理の現場における実

践的な技術の取得を目的としている。一方で、本ソフトコンポーネントは、それらの実

践技術の背景にある基礎知識、例えば太陽光発電設備の特徴と各機器の機能、系統連系

に伴う系統保護機能等の技術的課題を伝達することにより、運転、維持管理のさまざま

な局面におけるより確かな判断力、応用力の基礎づくりを行い、さらには今後の類似事

業への適用という発展性も視野に入れて実施するものである。 

 

2. ソフトコンポーネントの目標 

 

上記の背景を踏まえ、プロジェクトの発現効果と持続可能性の観点から以下の目標を設定す

る。 

  設置した太陽光発電設備が計画通り運転され、発電が行われる 

  設置した太陽光発電設備が持続的に維持管理される 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 

 

上記の目標が達成された場合の成果は以下の通り。 

 

                                                        
1 出典：“National Growth and Poverty Eradication Strategy (NGPES)”, 2004, page 104 
2 出典：Government Plans and Policies (www.poweringprogress.org/index.php?view=article&catid=90%3Agovernment....) 
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＜LAA 等の現場の運転・維持管理人材について＞ 

 操作員が通常の運転・維持管理が行えるようになる。 

 操作員が事故・故障時に適切な対応ができるようになる。 

 操作員が自ら軽微な消耗品の交換や必要なスペアパーツや消耗品の調達等をできるよう

になる。 

 

＜MEM、EDL の人材について＞ 

 太陽光発電設備に係る基礎技術（技術的特性等）を理解し、同様の案件に知識を活かせ

るようになる。 

 系統連系に伴う電力公社との協定等について必要な技術的事項を理解し、協定書等を作

成できるようになる。 

 新規太陽光発電設備導入に係る人材育成や指導を行うための知識を得、人材育成・指導

に活用できるようになる。 

 

4. 成果達成度の確認方法 

 

ソフトコンポーネントは運転開始前後及び運転開始 2.5ヶ月後の 2回に分けて実施するため、

成果達成度の確認は第２回目のソフトコンポーネント実施時期となる。 

 

＜LAA 等の現場の運転・維持管理人材について＞ 

 

(1) 発電設備の運転 

運転開始から 2.5 ヶ月間の運転記録シートをレビューし、以下について検証する。 

  毎日発電されているか 

  当初想定された月別発電量予測と実績との差が±20% 以内か 

毎日発電されており、月別発電量予測と実績との差が±20%以内であれば現場の運

転・維持管理要員が適切に発電設備の運用を行っていると評価できる。月別発電量が

下限管理値の 20%を下回るか、もしくは、発電量が連続的に低下傾向を示している場

合には、何らかの不具合が発生している可能性が高く、下記の維持管理と合わせて各

運転・維持管理要員に考えられる原因とその根拠を提案させる（演習）ことで、習熟

度を確認する。 

 

表-1   月別発電量の管理値 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

期待発電量(kWh/月) 22,227 21,644 25,668 26,910 27,032 25,290 23,777 22,754 22,500 25,203 22,860 22,382

上限管理値(kWh/月) 27,000 26,000 31,000 32,000 32,000 30,000 29,000 27,000 27,000 30,000 27,000 27,000

下限管理値(kWh/月) 18,000 17,000 21,000 22,000 22,000 20,000 19,000 18,000 18,000 20,000 18,000 18,000
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(2) 発電設備の維持管理 

同じく運転開始から 2.5 ヶ月間の日常管理チェックシート、定期点検チェックシート

及び事故不具合発生記録シートをレビューし、以下について検証する。 

 不具合が発生していないか、発生していた場合はマニュアル通り適切に対応したか 

 消耗品の取替えがあった場合、正しく交換されているか（現場での確認も含む） 

 日常点検・定期点検が日常管理チェックシート、定期点検チェックシートに従って

正しく行われているか 

運転開始から 2.5 ヶ月以内であるため、通常であれば不具合は発生していないはずで

ある。もし、不具合が発生した場合は、調達契約業者の 1 年間の瑕疵担保保証期間内

であるため、LAA が保守・運転要員を介して調達契約業者に連絡し、必要な修理・対

策が実施されているかどうかが評価の対象となる。 

 

SPD（避雷器）やキュービクル内照明灯などの消耗品を取り替えていた場合、現場で

の取り付け状況を確認し、正しく設置されているかどうかが評価の対象となる。また、

日常点検チェックシートや定期点検チェックシートの全項目がチェックされ、実施時

期（日）も所定の時期（日）に行われているかどうかも評価の対象となる。チェック

項目が抜けていたり、所定の時期（日）に実施されていない場合には、その理由を運

転・維持管理要員に考えさせ、実情にあったチェックシート（管理計画）を提案させ

ることで、習熟度を確認する。また、運転・維持管理の習熟度に関するアンケート調

査を 終日に実施し、ソフトコンポーネントの成果を評価する。 

 

＜MEM、EDL の人材について＞ 

運転開始前後の技術トレーニングでは太陽光発電設備に係る基礎技術講義を行う。

また、運転・維持管理に関する FAQ や事故不具合発生事例を紹介し、事故不具合

発生時の対応を講義する。さらに、運転記録データの分析・活用方法についても講

義する予定である。一部講義の中で実施される演習を通じて知識の習得度を確認す

るよう努める。 

また、運転開始 2.5 ヶ月後に実施する技術トレーニングでは、上記の運転・維持管

理要員と同じ方法で習熟度の確認に努める。 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

 

(1) 実施内容 

ソフトコンポーネントは上記目標を達成するため、講義、OJT、演習等の一連の業務を
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本邦コンサルタントへの委託で実施する計画とする。実施内容としては、太陽光発電設

備の運転開始前後と運転開始 2.5 ヶ月後の 2 回を利用して、以下の事項とする。なお、

本件無償資金協力事業の調達・工事契約の中には、設備の運転・維持管理指導が含まれ

ているため、本件のソフトコンポーネントは、調達契約業者により実施される設備の運

転・維持管理指導とタイミングを合わせ、必要な技術と知識が研修対象者に効率的に移

転されるよう計画する必要がある。 

運転開始前（約 2 週間前から）及び運転開始直後に実施する項目は以下の通りである。

下記実施項目のうち◆印をつけた項目は、調達契約業者の実施する運転・維持管理指導

に対し、ソフトコンポーネントでフォローアップを行う部分を示している。 

＜運転開始前（約 2 週間前から）＞ 

太陽光発電設備に係る基礎技術講義として 

 系統連系の仕組み・考え方 

 逆潮流現象の理解 

 太陽光発電特性の理解（定格出力と実行出力の差等） 

 太陽光発電設備に要求される電気設備とその仕様の理解 

 太陽光発電設備の設置容量決定に係る支配要因（施設内電力需要、負荷等）の理解 

 系統事故時の太陽光発電設備の対応の理解 

 太陽光発電設備の停止と再起動 

OJT として 

 配線接続工事立会い (OJT)  

 試運転前 終確認検査立会い (OJT)  

 試運転・調整立会い (OJT) ◆ 

 起動、停止、再起動 ◆ 

 竣工検査立会い (OJT) 

＜運転開始後＞ 

調達契約業者の運転指導とそのフォロー 

 日常管理の実施指導 （演習を含む）◆ 

 定期点検時期と点検項目 （演習を含む）◆ 

 機器構成と消耗品、軽微な交換作業 （演習を含む） ◆ 

 運転・維持管理への FAQ 紹介 （演習を含む）◆ 

 事故不具合発生事例の紹介と発生時の対応（演習を含む）◆ 

調達契約業者の運転指導を踏まえた運転・維持管理活動の計画 

 運転記録シート作成（演習を含む） 

 日常管理チェックシート・定期点検チェックシート作成（演習を含む） 

 事故不具合発生記録シート作成（演習を含む） 
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 運転記録データの分析・活用方法（演習を含む） 

運転開始 2.5 ヶ月後に実施する項目は以下の通りである。実際に設備を運転した経験

を踏まえ、その中で発生した疑問を明らかにするとともに、設備固有の運用上の課題

を抽出し、運用や点検チェックシート等への反映を行い、より現実に即した運用方

法・維持管理方法を確立する。これにより、設備の持続的運転・維持管理を確実なも

のとするとともに、関係者の理解を深めることを目的としている。 

＜運転開始 2.5 ヶ月後＞ 

 2.5 ヶ月点検立会い ◆ 

 約 2.5 ヶ月間の維持管理実績評価とトラブルシューティング（演習を含む）  

 運転記録データの分析による運転実績の評価及び今後の課題抽出とその対策（演習を

含む） 

 記録・チェックシート見直し 

 

(2) 実施対象者 

図-1 に LAA の組織図を示す。今回調達する太陽光発電システムの運営・維持管理は、

現在空港敷地内にあるパワーハウスの維持・管理を行っている空港運営センター(Airport 

Management Center)が行う。パワーハウスでは EDL から受電し、空港各施設に電力を供

給している。空港運営センターには 4 名の電気技術者がおり、このスタッフが今回の太

陽光発電システムの運営・維持管理を行う予定である。EDL によれば LAA の電気管理

能力は高いとの評価であった。PV システムの運用・保守に要求される役割と資質を表 2

に示す。 

上記 LAA の職員以外にもラオス国への系統連系型太陽光発電設備の導入支援を目的と

して、MEM で地方電化を担当している地方電化部門(Rural Electrification Division)及び系

統連系の当事者である EDL の技術部門(Technical Department)の職員も実施対象者とする。 
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図-1  LAA 組織図 

 

対象者は、以下のとおりとする。 

 

表-2  参加対象者 

実施対象者 実施対象部門 受講目的と要求される資質 

LAA 
空港運営セン

ター 
・ システムの運用・日常管理を目的とする 

・ 電気設備の維持管理経験者（5 年以上） 

MEM 地方電化部門 
・ ラオス国における系統連系型太陽光発電設備導入計画策定を目的とする。

・ 工学系（電気）の大学卒業者で実務経験（10 年以上） 

EDL 技術部門 
・ 太陽光発電設備の系統連系に伴う技術的課題抽出とその対応整備を目的と

する。 

・ 工学系（電気）の大学卒業者で実務経験者（10 年以上） 

 

上記対象者とその参加プログラムは、以下のとおりとなる。なお、参加者の異動等を考

慮し、参加人数は原則として 3 ~ 5 名とする。 
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表-3 参加対象プログラム 

LAA EDL MEM

空港マネージ
メント部門

技術部門 地方電化部門

３～５名 ３～５名 ３～５名

基礎技術講義 ○ ○

ＯＪＴ（配線・据付工事） ○ ○

ＯＪＴ（試運転・調整立会い） ○ ○

ＯＪＴ（起動、停止、再起動） ○ ○

ＯＪＴ（竣工検査立会い） ○ ○

運転操作指導のフォロー ○ ○

運転維持管理活動計画 ○ ○

点検立会い ○ ○

維持管理実績評価 ○ ○

運転実績の評価と課題抽出 ○ ○ ○

記録チェックシートの見直し ○

実施項目

運転開始前

運転開始後

運転開始2.5ヶ月後

 
 

 

(3) 実施工程 

以上の活動について、そのスケジュールは表-4、表-5 の通り。 

 

表 -4 ソフトコンポーネント１：運転開始前後の活動 

活動 -2週 -1週 1週 2週

準備作業

基礎技術講義

工事・試験立会い(OJT)

竣工検査立会い (OJT)

運転指導　◆

運転・維持管理活動計画

LAA 空港マネージメント部門

EDL 技術部門

MEM 地方電化部門

太陽光システム啓発・普及

機材・電気担当

通訳

活
動
内
容

対
象
者

指
導
者

 

注：破線は終日では無く、時間単位での活動を示す。 
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表 -5 ソフトコンポーネント２：運転開始 4.5 ヶ月後の活動 

活動 1週 2週

2.5ヶ月点検　◆

維持管理実績評価とトラブル
シューティング

運転実績評価・課題抽出と対策

記録・チェックシート見直し

LAA 空港マネージメント部門

EDL 技術部門

MEM 地方電化部門

太陽光システム啓発・普及

機材・電気担当

通訳

活
動
内
容

対
象
者

指
導
者

 

 

 

(4) ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

前述のとおり、系統連系型太陽光設備についてはラオス国内に実績がないため、ソフト

コンポーネントの実施は、本邦コンサルタントへの委託が想定される。コンサルタント

は、系統連系型の太陽光設備の計画、実施について実績を持つものが望ましい。 

指導に当たる本邦コンサルタントについては、運転開始前後及び運転開始 2.5 か月後の

実施時は、責任者と補助者の 2 名体制とする。 

一方、参加者の中には、施設の設備管理技術者等、必ずしも英語に堪能でないものが含

まれることが予想されるため、できる限り現地語に通訳をすることがソフトコンポーネ

ントの効果を高める観点から必要になる。この通訳は、現地雇用を基本として考えるが、

それが困難な場合は日本での委託・派遣も視野に入れることになる。 

さらに、本計画の主要機材は多種多様な部品から構成されるパワーコンディショナも含

め、日本で調達される予定であるため、各種参考資料が日本語又は英語の可能性が高い。

ソフトコンポーネントで配布する講習テキスト及び技術参考資料は英語版とするが、特

に重要と思われる配布資料は英語から現地語に翻訳し、受講生に配布することで、ソフ

トコンポーネントの更なる発現効果を図る。 

プログラムの各実施項目に係るコンサルタントの作業人日の計画は表-6 の通り。現地へ

の往復移動日数(2 日)を含めて運転開始前後のプログラムで週日稼動日 30 日、運転開始

2.5 ヵ月後プログラムで同 15 日とする。 
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表-6 ソフトコンポーネントの作業内容とリソース 

実施項目 作業内容 必要人日 

準備作業 計 3 日 ・ LAA と実施内容と参加者について協議・確認 
・ MEM、EDL と実施内容と参加者について確認 
・ 調達契約業者と実施内容について確認 
・ 資料準備等 

1 日 
0.5 日 
0.5 日 
1 日 

運転開始前 計 11 日（OJT は同時期に実施） 

基礎技術講義 計 6 日 ・ 太陽光発電の理論的基礎 
・ 太陽光発電の利用方法 
・ 系統連系の仕組みと計画 
・ 余剰の発生と逆潮流の理解 
・ 施設への系統からの電力供給 
・ 施設内電力需要、負荷の理解（演習含む） 
・ 配電線停電時の太陽光設備の対応 
・ 発電設備の計画（演習含む） 
・ 発電設備設置者の電力会社の間の取り決め 

↓ 
1 日 
↓ 

1 日 
↓ 
↓ 

1 日 
2 日 
1 日 

OJT（検査等立ち会い） 計 5 日 ・ 調達契約業者の検査に、各日数時間ずつ立ち会い 5 日 

運転開始後 計 14 日 

運転操作指導のフォロー 計 7 日 ・ 各日数時間の運転操作指導の後に次項を実施 
・ 各指導項目につき、マニュアルと基礎技術講義の資料を使用し、PV システム及

び施設内電力設備全体との関連において説明。ディスカッション形式 

7 日 

運転・維持管理活動の計画

 計 7 日  
・ これまでの内容を踏まえ、日常的な運転・維持管理活動を列挙、活動につい

て、チェックシートを作成 
・ 定期的な点検項目について列挙 

・ 各点検につき作業項目を抽出、チェックシートを作成 
・ 長期的な維持管理・点検活動のスケジュール作成 

 

左記を 
7 日間で実

施 

運転開始 2.5 ヶ月後 計 13 日 

2.5 ヶ月点検 計 2 日 ・ 現場目視点検 
・ 運転操作の確認 

1 日 
1 日 

維持管理実績評価とトラブルシュ

ーティング 計 2 日 
・ 日常管理、事故時等の記録の検証による2.5カ月間の運転・維持管理実績の評

価・検証 
・ トラブルシューティング（アンケート、質疑等により、現実の課題を抽出、解決策

を議論） 

1 日 
 

1 日 
 

運転実績評価と課題抽出

 計 8 日 
・ 実発電量と想定値との比較評価（ディスカッション形式） 
・ 記録ログの活用方法について（ディスカッション形式） 
・ 記録ログの活用方法提案及び評価（各自）(プレゼン形式) 
・ 発電量向上への課題と対応策の提案（各自）（プレゼン形式） 

2 日 
2 日 
2 日 
2 日 

記録・チェックシートの見直し

 計 1 日 
・ 運転維持管理計画書のアップデートと記録表のアップデート 1 日 

 

 

(5) ソフトコンポーネントの実施工程 

2011年11月に、調達代理機関と調達契約業者の間の契約が調印されると想定した場合、

以降のスケジュールにおいて次のようなソフトコンポーネント実施を計画する。 
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機材製作

納入期間（輸送・搬入）

現地据付工事

運転 運転開始

実施

報告

11 12 1 2 3

2012年 2013年

5 6 7 8 9 10

調達・施工

ソフトコン
ポーネント

作業項目 年月
11 12 1 2 3 410

2011年

出荷前検査

実施状況報告書
完了報告書 完了報告書

 

図 -2 ソフトコンポーネントの実施スケジュール 

 

(6) ソフトコンポーネントの成果品 

成果としては、以下のものが挙げられる。 

・本邦コンサルタントが作成したプログラム用テキスト 

・実施状況報告書 

・完了報告書（ログの評価やトラブルシューティングの内容記録含む） 

・実習で作成した施設内の結線図等 

・定期点検の映像による記録・ 

・トラブルシューティングマニュアル 

・運転維持管理計画書及びその修正版 

・アンケート結果、等 

 

(7) ソフトコンポーネントの概算事業費 

上記計画のソフトコンポーネント概算事業費は、以下のとおりである。 

全体概算額  8,665 千円（消費税除く） 

うち現地再委託費 なし 

上記概算事業費の内訳は、巻末の資料に添付する。 

 

(8) 相手国実施機関の責務 

ソフトコンポーネントの参加にあたっては、対象者が数週間にわたり職場から離れる必

要がある。実施の効果を担保するためには、各自がスケジュールに従って継続的に参加

することが求められるため、職場での理解と上司からの指示が明確に行われることが必

要となる。 

さらに、特に行政サイドからの参加者の選定にあたっては、今後、ラオス国でクリーン

エネルギーの普及を図るために、太陽光を始めとしたクリーンエネルギー導入に係る実

務を担当する要員を参加させることが重要である。 
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設計監理（コンサルタント）ソフトコンポーネント

日本円 現地貨 (ラオキップ) 米ドル

単価 合計 単価 合計 単価 合計

8,375,160 2,568,966 2,880.00

(1）　直接人件費 式 1.00 2,334,000 0 0.00

 1)　 現地 式 1.00 2,334,000 0 0.00

(2)   直接経費 式 1.00 3,053,640 2,568,966 2,880.00

 1) 　現地傭人費 式 1.00 0 0 1,500.00

 2) 　旅費・日当・宿泊費 式 1.00 3,053,640 0 0.00

 3) 　交通費 式 1.00 0 2,568,966 1,380.00

(3)   間接費 式 1.00 2,987,520 0 0.00

(1) 直接人件費 2,334,000 0 0.00

1) 現地

1 太陽光システム啓発・普及 3号   1.5MM 人月 1.50 778,000 1,167,000 JICA単価 778,000

2 機材・電気設備担当 3号   1.5MM 人月 1.50 778,000 1,167,000 JICA単価 778,000

(2) 直接経費 3,053,640 2,568,966 2,880.00

1) 現地傭人費 0 0 1,500.00

1 通訳 人月 1.50 1,000.00 1,500.00 ビエンチャン採用 技－17

2) 旅費・日当・宿泊費 3,053,640 0 0.00

① 旅費

1 日本人技術者 航空運賃

成田－ビエンチャン 正規エコノミークラス 往復 4 424,370 1,697,480
往復料金（正規Y2エコノミー運
賃）

航－4

2 日本人技術者 国内交通費

東京－成田空港 往復 4 4,140 16,560 京成スカイライナー

② 日当

1 太陽光システム啓発・普及 3号  1回目  30日 日 30.00 3,800 114,000 JICA単価 3,800円

3号  2回目  15日 日 15.00 3,800 57,000 JICA単価 3,800円

2 機材・電気設備担当 3号  1回目  30日 日 30.00 3,800 114,000 JICA単価 3,800円

3号  2回目  15日 日 15.00 3,800 57,000 JICA単価 3,800円

③ 宿泊費

1 太陽光システム啓発・普及 3号  1回目  29泊 泊 29.00 11,600 336,400 JICA単価 11,600円

3号  2回目  14泊 泊 14.00 11,600 162,400 JICA単価 11,600円

2 機材・電気設備担当 3号  1回目  29泊 泊 29.00 11,600 336,400 JICA単価 11,600円

3号  2回目  14泊 泊 14.00 11,600 162,400 JICA単価 11,600円

3) 交通費 0 2,568,966 1,380.00

① 車輌費

1  普通自動車 1回目 月 1.00 900.00 900.00 車－2

2  普通自動車 2回目 日 12.00 40.00 480.00 日曜日のぞく 車－1

② 燃料費

1  普通自動車 1回目 月 1.00 1,751,262 1,751,262 車－3

2  普通自動車 2回目 日 12.00 68,142 817,704 日曜日のぞく 車－3

(3) 間接費 2,987,520 0 0.00

1) 諸経費

(直接人件費) × 90% 式 1.0 - 2,100,600 JICAガイドライン機材編 P76

直接人件費： 2,334,000

諸経費率： 90%

2) 技術経費

(直接人件費＋諸経費) × 20% 式 1.0 - 886,920 JICAガイドライン機材編 P76

直接人件費＋諸経費： 4,434,600

技術経費率： 20%

ソフトコンポーネント費

数量 備　　考項　目 単位

 

資料：概算事業費内訳 



 



6. 収集資料 



 



収集資料リスト〈ラオス〉 
 

調査名 太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査（カンボジア国、ラオス国） 

（ファスト・トラック制度適用案件） (1/2) 

番 
号 

資料の名称 
形態 

（図書・ビデオ

地図・写真等）

オリジナル・ 
コピーの別 

発行機関 発行年 

1 
Lao People’s Democaratic Republic, Peace 
Independence Democracy Unity Prosperity, 
Lao PDR Climate Change Stragey  

プリント 
（16頁） 

コピー - 2009.12 

2 
Electricity Statistics Year Book 2007 of Lao 
PDR 

図書 
(58頁) 

オリジナル DOE, MEM 2006.06.23

3 Electricite du Laos, Annual Report 2008 
図書 

電子データ 
(47頁) 

オリジナル EDL - 

4 

Supplemental Information to the request 
application from on Grid-Connected 
Photovoltaic Power Generation System for 
Wattay International Airport, Department of 
Civil Aviation (DCA), Ministry of Public 
Works and Transportation （写し）  

プリント コピー 
JICAラオス

事務所 
2009.9.22

5 Organization Chart of Prime Minister’s Office
プリント 
(1頁) 

コピー PMO 2009.6.4 

6 
EDLからMEM及びNo.100 ビルへの月別電

気料金請求書（2008年、ラオス語） 
プリント 
(3頁) 

コピー EDL 2009.12.21

7 
首相府合同庁舎敷地再開発計画図 
（ラオス語） 

プリント 
（A3） 

コピー PMO - 

8 Organization Chart of L-JATS 
プリント 
（１頁） 

コピー L-JATS 2009.12.1

9 
L-JATS Balance Sheet, Income Statement, 
Breakdown of Expenses (for 2006, 2007 and 
2008) 

プリント 
（10頁） 

コピー L-JATS 2009.3.10

10 
Vientiane Monthly Rainfall, number of rainy 
day and temperature (from January to 
December 2009) 

プリント 
（3頁） 

コピー DMH - 

11 Daily Rainfall for 2007, 2008 and 2009 
エクセル 

電子データ 
コピー DMH - 

12 Organization Chart of Lao Airports Authority 
プリント 
（1枚） 

コピー DCA - 

13 
LAA Budget and Disbursement for 2008, 2009 
(ラオス語) 

プリント 
（4枚） 

コピー LAA - 

14 Lao Grid Code 電子データ コピー EDL  

15 Lao Electric Power Technical Standard 
プリント 
（165枚） 

コピー MIH 2004.02.12

16 
Inter National Passenger Terminal Building  
Boring Log (1) 

プリント 
（1枚） 

コピー LAA 1998.07 



収集資料リスト〈ラオス〉 
 

調査名 太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画準備調査（カンボジア国、ラオス国） 

（ファスト・トラック制度適用案件） (2/2) 

番 
号 

資料の名称 
形態 

（図書・ビデオ

地図・写真等）

オリジナル・ 
コピーの別 

発行機関 発行年 

17 Law on Electricity  
電子データ 

（19頁) 
コピー 首相 1997.04.12

 
DOE Department of Electricity 電力局 

MEM Ministry of Energy and Mines エネルギー鉱業省 

PMO Prime Minister’s Office 総務庁 

EDL Electricite du Lao  ラオス電力公社 

L-JATS Lao-Japan Airport Terminal Services Co. Ltd. 空港ターミナルサービス会社 

DMH Department of Meteorology and Hydrology 気象・水文局 

DCA Department of Civial Aviation 民間航空局 

LAA Lao Airports Authority  ラオ空港公団 

MPWT Ministry of Public Works and Transport 公共事業運輸省 

MIH Ministry of Industry and Handicrafts 手工業省 
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Attention  : Mr. Vanpheng Chanthapone 

Deputy Director General, Department of Civil Aviation,  
Ministry of Public Works and Transport    

Date     : January 18, 2011 
Project   : Introduction of Clean Energy by Solar Electricity Generation System in the 

Lao People’s Democratic Republic 
Subject  : Permission for New Arrangement of PV module at Wattay International Airport 
 

Dear Sir, 
 
We would like to express our gratitude for your kind cooperation during our third visit 
in Vientiane from September 5 to September 10, 2010.  
 
In accordance with PMO’s withdrawal from the project, PMO’s installed capacity of 75 
kW is likely to be integrated with the Airport. 
  
Under the above situation, we would like to get DCA’s permission concerning new 
installed capacity and new PV modules arrangement in preparation for the final 
conclusion, so that we can commence the preparation of designing and cost 
estimation smoothly.  
. 
The comparison between the existing plan and new plan at the Airport is as follows; 
 

Location Existing Plan New Plan 
(A) 90.72 kW 90.72 kW 
(B) 40.32 kW 50.40 kW 
(C) - 25.20 kW 
(D) - 30.24 kW 
(E) - 25.20 kW 
(F) - 15.12 kW 
Total  131.04 kW 236.88 kW 

   
The new installed capacity of 236 kW has been increased by 31 kW from the existing 
plan of 205 kW (130 kW at the Airport + 75 kW at PMO) considering the latest results 
of Tender Prices for the similar projects.  
 
Addition to the above 236 kW proposal, we would like to propose the four working lots 
(construction procedure) as shown below to minimize inconvenience of parking users 
and secure the safety of common people.  
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
In this connection, we much appreciate if you, DCA permit the above new installed 
capacity of 236 kW and the PV modules arrangement as shown in the drawing 
attached hereto including the potential site (G), and the construction procedure. 
 
The potential site (G) means the potential additional installation site of PV module if 
Project Cost cannot meet the E/N amount of 480 Million Japanese Yen after resulting 
of Tender Price.   
 
Your earliest possible response will be highly appreciated.    
 
Sincerely Yours, 
 

                                                                  
Mr. Yasuharu Matsuda                                          

Team Leader, 

NEWJEC Inc.                     

 
C.C. Mr. Somphonh Sygnavong, Director of Aerodrome Division, DCA 
C.C. Mr. Donh Sithammala, Deputy Director General, LAA 
C.C. Mr. Anousak Phongsavath, Head of Division, DOE    
C.C. Mr. Viraphonh VIRAVONG, Director General, MEM 
C.C. Engr. Somphone Phanousith, PMO 
C.C. Mr. Sumiyoshi, JICA Head Office 
C.C. Mr. Yoneyama, JICA Laos Office  
 

 

 

 

 

Working Lot-1 
Location (A) 

Working Lot-2 
Location (B) & (C) 

Working Lot-3 
Location (D) & (E) 

Working Lot-4 
Location (F) 
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Official Approval by Department of Civil Aviation 
 
 

Date: Mon, 31 Jan 2011 18:52:08 -0800 (PST) 

From: "vanpheng chanthaphone" <vanhphengc64@yahoo.com>    

Subject: Re: JICA   PV system in Lao PDR (Approval of new installed capacity, arrangement at the Airport) 

To: "Matsuda" <haruhiro2826@yahoo.co.jp> 

CC: phone98@yahoo.com 

 

Dear Matsuda 

  

If you are officially withdrawal the project with PMO's, we have no objection to install the new PV 

module arrangement and number of working lots by your request on January 18, 2011 by e-mail. 

You can start the designing and cost estimation based on your planning accordingly. 

When your next visit to Lao ? 

  

Rqards, 

Vanpheng C. 

Lao DCA 

 
 

From: Matsuda <haruhiro2826@yahoo.co.jp> 

To: DCA Mr. Vanpheng <vanhphengc64@yahoo.com> 

Cc: DCA Mr. Somphonh <phonh98@yahoo.com>; DOE Mr. Anousak <anousak_pv@yahoo.com>; DOE Mr. 

Khanthara <ktlssm@yahoo.com>; JICA Mr. Matsuzaki <matsuzaki.mizuki@jica.go.jp>; JICA Mr. Yoneyama 

<Yoneyama.Yoshiharu@jica.go.jp>; MEM Mr. Viraphonh <Viraphonh123@yahoo.com>; PMO Mr. Somphone 

<phanusith@yahoo.com>; JICA Mr. Sumiyoshi <Sumiyoshi.Hiroshi@jica.go.jp>; JICA 福田様 

<Fukuda.Hidemasa@jica.go.jp>; JICA 江原様 <Ehara.Yoshiki@jica.go.jp> 

Sent: Mon, January 31, 2011 1:38:40 PM 

Subject: JICA   PV system in Lao PDR (Approval of new installed capacity, arrangement at the Airport) 

Dear Mr. Vanpheng CHANTHAPONE 

  

I sent you the requesting letter for your approval concerning the new installed capacity, new PV 

module arrangement and number of working lots on January 18, 2011by e-mail. 



  

Unfortunately, we have not received your reply up to now. 

  

Can we start the designing and cost estimation based on our letter dated January 18, 2011? 

I attaches my letter hereto for your reference.   

  

Your quick response will be highly appreciated. 

  

Best Regards, 

Yasuharu Matsuda, NEWJEC  
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